
が高まり市場は拡大した。０９年にはＰ＆Ｇジャパンが「アリエール 洗濯槽クリーナー」を全国展開し、花王が

「洗たく槽ハイター」で参入して、市場が６２億円と大幅に拡大した。ユーザーの清潔・衛生意識の高まりを背景

に、今後も市場は拡大すると見られるが、外からは見えない洗濯槽のカビ除去を目的とした商品のため、継続使用

を促す啓発活動や新商品の発売やリニューアルといった定期的なてこ入れが市場拡大に不可欠となっている。 

 

ディスポーザブルモップ １０年見込１５３億円（０９年比０.７％増） 

 この市場は、１９９４年に花王がフロア用に発売したのを機に市場が形成され、用途の拡大と共に拡大した。拭

き掃除ほど労力がいらず手軽に掃除が出来ることと、フローリングの普及で市場が拡大した。０９年はトップメー

カーの花王が「クイックルワイパー」の新商品追加とユニ・チャームの新商品などで前年を上回った。簡単・手軽

なモップニーズの高まりから、１０年も拡大が見込まれる。女性の社会進出や共働き家庭の増加もあって簡単に掃

除ができる道具として需要が増加しており、今後も緩やかな拡大が予測される。フロア用は取替えシートで低単価

のＰＢ品の需要が増加しており実績拡大は見込めない。今後、機能性や付加価値の高い商品投入により市場が活性

化すると予測される。 

 

室内用芳香・消臭剤 １０年見込２６６億円（前年比２.７％増） 

電子タイプ室内芳香・消臭剤 １０年見込５６億円（前年比７.７％増） 

 室内用芳香・消臭剤は、液体、ゲル、電子、エアゾール、固体･その他の５タイプに分けられ、近年は単価の高

い電子タイプの需要が急速に高まっている。０９年はエステーの電子タイプ「自動でシュパッと消臭プラグ」、ジ

ョンソン「グレードセンサー＆スプレー玄関・お部屋用」などが好調に推移して市場回復となった。 

１０年も液体タイプのエステー「お部屋の消臭力」、小林製薬「お部屋の消臭元」が堅調に推移することと、単

価の高い電子タイプに牽引され拡大が見込まれる。ジョンソンのグレードシリーズは０９年４月にセンサーが人を

感知して自動的にスプレーする電子タイプの｢グレードセンサー＆スプレー玄関･お部屋用｣を発売し、大量のＴＶ

ＣＭを投下して需要をつかみ、実績を拡大した。１０年には、アース製薬も電子タイプを発売するなどこの市場に

参入が活発化している。 

 

 

＜調査対象＞ 

衣  料 合成洗剤、洗濯用石鹸、ファッション洗剤、洗濯糊、柔軟仕上剤、しみ抜き剤、洗濯助

剤、漂白剤、専用洗剤、衣料用防虫剤、アイロン仕上剤、衣料用消臭スプレー、防水剤、

衣料用帯電防止剤、靴クリーム・クリーナー、インソール 

スキンケア ハンドクリーム、替刃、ディスポーザブルカミソリ、シェービング料、化粧綿、ウェッ

トティシュ、汗拭きシート、制汗剤 

ハウスホールド 室内用芳香・消臭剤、除湿剤、住居用クリーナー、家庭用ワックス、ディスポーザブル

クリーナー、ディスポーザブルモップ、洗濯槽クリーナー 

 

＜調査方法＞ 

富士経済専門調査員による対象企業への直接面接取材を基本に、電話ヒアリング、公的データ・公表資料等文献調

査により補完 

 

＜調査期間＞ ２０１０年４月～６月 

 

資料タイトル：「トイレタリーグッヅマーケティング要覧 ２０１０ №１」 
体   裁 ：Ａ４判 ２４０頁 
価   格 ：１００,０００円（税込み１０５,０００円） 
調査・編集 ：富士経済 東京マーケティング本部 第二事業部 
発 行 所 ：株式会社 富士経済 
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